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【 誤 訳 訂 正 １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） と 、
　 通 常 位 置 と 押 し 込 み 位 置 と の 間 で 軸 線 方 向 に 移 動 す る よ う に 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） に
取 り 付 け ら れ た 押 し ボ タ ン （ １ ２ ） と を 含 み 、
　 前 記 押 し ボ タ ン （ １ ２ ） は 、 前 記 通 常 位 置 に ば ね 負 荷 さ れ て お り 、 弾 性 的 に 取 り 付 け ら
れ た カ ム エ レ メ ン ト （ ２ ４ ） を 支 持 し て お り 、
　 少 な く と も 一 つ の マ イ ク ロ ス イ ッ チ （ １ ４ ） が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） 内 に 配 置 さ れ
て お り 、
　 ス イ ッ チ 作 動 ロ ッ カ ー が 、 枢 動 で き る よ う に 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） 内 に 取 り 付 け ら
れ て お り 、
　 前 記 ス イ ッ チ 作 動 ロ ッ カ ー は 、
　 前 記 マ イ ク ロ ス イ ッ チ （ １ ４ ） を 作 動 す る た め の 作 動 ア ー ム （ ２ ０ ） と 、

　
　 前 記 押 し ボ タ ン （ １ ２ ） が 前 記 通 常 位 置 に あ る と き に 、 前 記 作 動 ロ ッ カ ー 前 記 通 常 位
置 に 保 持 、
　 前 記 押 し ボ タ ン （ １ ２ ） を 最 初 に 押 し 込 ん だ と き に 、 前 記 作 動 ア ー ム （ ２ ０ ） 前 記 マ
イ ク ロ ス イ ッ チ （ １ ４ ） か ら 遠 ざ か る 方 向 に 移 動 、
　 前 記 押 し ボ タ ン （ １ ２ ） を そ の 押 し 込 み 位 置 に 移 動 す る と き に 、 前 記 作 動 ア ー ム 、 前
記 マ イ ク ロ ス イ ッ チ （ １ ４ ） を 作 動 す る 位 置 に 移 動 、
　 前 記 押 し ボ タ ン （ １ ２ ） を 前 記 押 し 込 み 位 置 か ら 前 記 通 常 位 置 に 戻 す と き に 、 前 記 作 動

前 記 カ ム エ レ
メ ン ト （ ２ ４ ） が 係 合 す る 伝 達 ア ー ム （ １ ８ ） と を 有 し て お り 、

そ れ に よ っ て 、
が

さ れ
が

し
が

し



ロ ッ カ ー そ の 通 常 位 置 に 押 圧 、
　

　
押 し ボ タ ン ス イ ッ チ 。

【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ に お い て 、
　 前 記 押 し ボ タ ン （ １ ２ ） の 前 記 押 し 込 み 位 置 か ら 前 記 通 常 位 置 へ の 戻 り 移 動 の 第 １ 相 中
、 前 記 マ イ ク ロ ス イ ッ チ （ １ ４ ） は 、 前 記 作 動 ア ー ム （ ２ ０ ） に よ っ て 押 圧 さ れ 、 作 動 状
態 の ま ま で あ る 、 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ に お い て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） 内 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 作 動 ロ ッ カ ー に よ っ て 同 時 に 作 動 さ
れ る 一 対 の マ イ ク ロ ス イ ッ チ （ １ ４ 、 １ ６ ） を 備 え た 、 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ に お い て 、
　 前 記 マ イ ク ロ ス イ ッ チ （ １ ４ 、 １ ６ ） は 、 互 い に 隣 接 し て 平 行 に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 ロ ッ カ ー は 、 各 マ イ ク ロ ス イ ッ チ 毎 に 別 々 の 作 動 ア ー ム （ ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ ） を
有 す る 、 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ に お い て 、
　 前 記 カ ム レ バ ー （ ２ ２ ） は 二 つ の 傾 斜 面 を 有 し て お り 、
　 前 記 二 つ の 傾 斜 面 は 、 互 い に 近 寄 っ て 頂 部 を 形 成 し 、 こ れ に よ り 、 前 記 カ ム エ レ メ ン ト
（ ２ ４ ） が 形 成 さ れ て い る 、 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ に お い て 、
　 圧 力 ば ね （ ２ ６ ） が 、 前 記 カ ム レ バ ー （ ２ ２ ） の 自 由 端 と 、 前 記 押 し ボ タ ン （ １ ２ ） に
形 成 さ れ た 支 持 面 と の 間 に 挿 入 さ れ て い る 、 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 の う ち の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ に お い て 、
　 前 記 作 動 ロ ッ カ ー は 、 前 記 通 常 位 置 と 前 記 押 し 込 み 位 置 と の 間 の 前 記 押 し ボ タ ン （ １ ２
） の 作 動 ス ト ロ ー ク に 対 し て 概 ね 垂 直 な 配 向 を 有 す る 、 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 の う ち の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ に お い て 、
　 自 動 車 で 使 用 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ に お い て 、
　 電 動 モ ー タ 作 動 式 の パ ー キ ン グ ブ レ ー キ を 作 動 す る た め に 使 用 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す
る 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ 。
【 誤 訳 訂 正 ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ボ タ ン １ ２ は 、 そ の 通 常 位 置 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ボ タ ン １ ２ と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の
底 部 と の 間 に 取 り 付 け ら れ た 戻 し ば ね ２ ８ に よ っ て 通 常 位 置 が 保 持 さ れ る よ う に ば ね 負 荷
さ れ て い る 。 こ の 通 常 位 置 で は 、 カ ム レ バ ー ２ ２ の 端 部 に あ る 一 方 の 傾 斜 面 は 、 圧 縮 ば ね
２ ６ に よ っ て 、 伝 達 ア ー ム １ ８ の 縁 部 と 接 触 し た 状 態 に 保 持 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 こ
れ と 同 時 に 、 作 動 ア ー ム ２ ０ が マ イ ク ロ ス イ ッ チ １ ４ 、 １ ６ か ら 離 れ た 通 常 位 置 に 、 ス イ
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が さ れ
前 記 カ ム エ レ メ ン ト （ ２ ４ ） は 、 前 記 押 し ボ タ ン （ １ ２ ） に 枢 着 さ れ た カ ム レ バ ー （ ２

２ ） に 形 成 さ れ て お り 、
前 記 カ ム レ バ ー （ ２ ２ ） は 、 前 記 通 常 位 置 と 前 記 押 し 込 み 位 置 と の 間 の 前 記 押 し ボ タ ン

（ １ ２ ） の 作 動 ス ト ロ ー ク に 対 し て 概 ね 平 行 に 配 向 さ れ て い る 、

作 動

１ 乃 至 ４ の う ち の い ず れ か 一 項

１ 乃 至 ５ の う ち の い ず れ か 一 項

６

７

８



ッ チ 作 動 ロ ッ カ ー が 保 持 さ れ る 。 ボ タ ン １ ２ を 押 す と 、 レ バ ー ２ ２ が 伝 達 ア ー ム １ ８
、 圧 縮 ば ね ２ ６ の 力 に 抗 し て 枢 動 す る 。 作 動 カ ム エ レ メ ン ト ２ ４ の 頂 部 が 、 伝 達 ア

ー ム １ ８ の 自 由 端 の 縁 部 に 達 し 、 こ れ を 越 え て 移 動 し た と き 、 カ ム エ レ メ ン ト ２ ４ は 、 伝
達 ア ー ム １ ８ の 縁 部 の 後 側 と い き な り 係 合 す る 。 こ れ と 同 時 に 、 伝 達 ア ー ム １ ８ の 縁 部 が
カ ム エ レ メ ン ト ２ ４ の 他 の 傾 斜 面 上 を 摺 動 し 、 カ ム レ バ ー ２ ２ が 圧 縮 ば ね ２ ６ に よ っ て

枢 動 し 、 そ の 結 果 、 伝 達 ア ー ム １ ８ は 図 ２ に 示 す 位 置 に 枢 動 す る 。 ロ ッ カ ー の
こ の 切 り 替 え 位 置 で は 、 作 動 ア ー ム ２ ０ の 脚 部 ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ の 作 動 ヘ ッ ド が 、 マ イ ク ロ
ス イ ッ チ １ ４ 、 １ ６ の タ ペ ッ ト に 押 し 付 け ら れ 、 こ れ ら を 作 動 す る 。 こ の 切 り 替 え 手 順 は
、 か く し て 、 ス ナ ッ プ 作 用 即 ち 死 点 を 越 え る 作 用 と 同 様 の 作 用 で 、 非 常 に 短 時 間 で 行 わ れ
る 。 こ の 際 、 伝 達 ア ー ム １ ８ の 縁 部 は 、 カ ム エ レ メ ン ト ２ ４ の 頂 部 を 越 え て 摺 動 す る 。 ボ
タ ン １ ２ が 押 し 込 ま れ た ま ま で あ る 限 り 、 両 マ イ ク ロ ス イ ッ チ １ ４ 、 １ ６ は 作 動 さ れ て い
る 。 ボ タ ン １ ２ を 離 す と 、 戻 し ば ね ２ ８ に よ り 図 １ に 示 す 通 常 位 置 に 戻 さ れ る 。 こ の プ ロ
セ ス で は 、 レ バ ー ２ ２ が 再 び 伝 達 ア ー ム １ ８ 。 こ の 目 的 の た め 、 圧 縮 ば ね ２
６ は 、 戻 し ば ね ２ ８ の 力 に 対 し て 寸 法 が 定 め ら れ て い な け れ ば な ら な い 。 カ ム エ レ メ ン ト
２ ４ の 頂 部 が 伝 達 ア ー ム １ ８ の 縁 部 を 越 え て 移 動 す る と 直 ぐ に 、 ス イ ッ チ 作 動 ロ ッ カ ー が
図 １ に 示 す 休 止 位 置 に 跳 ね 返 っ て 戻 り 、 次 い で こ の 位 置 に 固 定 さ れ た 状 態 に 保 持 さ れ る 。
こ れ は 、 伝 達 ア ー ム １ ８ の 端 部 が カ ム レ バ ー ２ ２ の 端 部 に あ る 一 方 の 傾 斜 面 に 載 っ て い る
た め で あ る 。
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